まちづくり倶楽部全体会議

　　　平成23年 4月26日(火)18:30～21:00　役場３階会議室

　

１　開会あいさつ（山崎会長）

今日は、前年度までの各グループで実施してきたことについて振り返りを発表してもらい、今後の取組みについて、継続するか、やめて別の取組みを行うかなど、皆さんから忌憚のない意見をいただき、話し合いたい。
２　事務局紹介

４月１日に役場人事異動に伴い、以下の者が新たに事務局となった。

　　　沼田企画係長、星加企画係主事、嶋企画係主事

３　議事
（１）各グループ取組み・自己評価
①　魅力発信グループ（柏谷リーダー）

ア）取組み内容

　　「まちの魅力は何か？」「まちの魅力をつくる」を効率的に発信するために、インターネットを活用した取り組みを行った。
　　　●じゃガレンダー

・　インターネットで流行しているサイトを参考に、写真を通じたその人の背景にあるものを表現。
・　一日一人を紹介するカレンダー方式の「じゃガレンダー」とし、12月から運用。

　　　　・　掲載した人の紹介者を翌日のカレンダーに載せる形式としたが、思うように進まなかったことから、サークルなどの団体に呼びかけるなど、やり方を工夫した。
・　じゃガレンダーに紹介された人が、知人から「出てましたね」と言われるなど、知名度は上がってきていると感じている。
●なるフォト

　　　　・　まちを歩いて「なるほど」と感じるものを写真で投稿してもらい、口コミネタの共有を目的。

・　なかなか写真が集まらず、更新がほとんどできなかったので、イベント等を組み合わせて行うなど、今後見直していきたい。

　　　 ●あの時代・この時代

　　　　・　「倶知安って何があるの？」と聞かれたときに、この町の歴史も含めた話ができるように、知識の共有を図ることを目的。
・　当初は自前でやろうとしたが、素材集め等ができなかったため、町広報の協力をいただき、広報誌に掲載していたものを使わせてもらった。
●エール＆レール

　・　運営には収入が必要だが、単に協賛金をいただくということではなく、代わりにこちらからも企業の情報を積極的に発信するなどの協力を行うことで、双方向のつながりを築く形とした。

　・　知名度が低く、現在１件のみ。

イ）自己評価

　・　住民認知度を高めることはできたと感じるが、人的な不足を大いに感じた。

　・　今の取組みを改善して継続したい。

・　エール＆レールは将来的に商店街のセール情報などを携帯電話にリアルタイムで流すことを検討しているが、対応できるスタッフが必要となる。

ウ）メンバーからの意見

 ・　なるフォトは町外の人にとっては新鮮な情報で、町の人にとっては見つめ直す機会となる。イベントのようなことを行うことで、盛り上がって余韻が残るのではないか。
②　育つ育てるグループ（本田リーダー）
　　　ア）取組み内容

　　　　　 この恵まれた環境の中で地域にとらわれない広い視野、自助努力、相互扶助の心を持つ「倶知安人」を育てることを目標に、ヒューマンカフェプロジェクト（仮称）を実施。
　　　●にこにこcaféの開催

　　　　・　商店街の空きスペース活用や「農高のみせ」とのタイアップなどを検討したが、課題が多かったことから、まずはイベント（雪トピア）で実施することとした。

　　　　・　準備や当日作業はグループホームみまたに依頼した。
　　　　・　農高や菓子店の協力、道新による記事掲載などのおかげで、当日は200名ほどの来客、商品は完売、黒字で成功した。

　　　イ）自己評価

　　　  ・　場所や時間等の設定を行うコーディネートに徹し、実際の運営は住民に行ってもらうという方針であったため、結果オーライの部分もあるが、概ね成功した。

　　　　・　認知度は上がったが、どのように継続して関心してもらうかが今後の課題
　　　　・　ゆくゆくは常設店にしていきたいが、市街地の空き店舗による活動となれば、現体制では不可能であり、人的な体制整備が必要であるとともに、財源をどのように調達するかが課題。
　　　　・　今後は農高の協力と遊休地を活用した「にこにこファーム」を開催したいと思うが、時期的に困難かもしれない。
　　③　交流グループ（佐藤リーダー）

ア）取組み内容

　　「まちづくりは人づくり」をテーマに、町の中で活動しているサークル等に焦点をあてた情報発信を行うことで、多くの人に関心を持ってもらい、人とのつながりを増やす取り組みを行った。
 ●ミニコミ発行

　・　情報収集に時間がかかることから、四半期ごとに町広報に折込み、試行錯誤を繰り返して３回発行した。
　・　グループメンバーは多いが、記事を集めることが大変。

　・　レイアウトなど記事作成に専門性がないため、特定のメンバーに過度な負担をかけた。

●ボランティアサミットの開催

 ・　すでに社会福祉協議会が同様の取組みを行っていることから、実施しなかった。

イ）自己評価

　　　　・　全体的に課題が多く改善の余地があり、達成感はないが、ミニコミ誌は高齢者にとって最良の媒体であることから、今後も取り組んで行きたい。
　　　　・　現在は用紙とインクは役場から協力いただいているので、自分たちの持ち出しは生じていないが、今後はもう少し関心を引いてもらえるよう色紙を使用するなどインパクトをかけたい。

（２）全体を通して
　　①今後の展開（決定事項）

　　　　・　各グループの取組みは基本的にこれまでをベースに続けていくこととする。

　　　　・　グループの枠を超えて補完し合うためにも、２～３ヶ月に１回は全体会議を開催するとともに、定期的に飲み会形式で行うことも検討する。
②フォトめぐりツアーの実施

　　・　「なるフォト」に掲載されている場所などを実際に歩いて、魅力を発見・発信してもらう「フォトめぐりツアー」を６月上旬に実施する（知られざる魅力を発見、知ってもらいたい）
・　本田、柏谷、脇山、星加、嶋の５名を幹事として内容を検討する。

　　③町長との朝会

・　町とパートナーシップ協定を結んでおり、町長に定期的に活動を報告する必要があるため、町長との朝食会という形式での開催を検討する。（町長もまちづくり倶楽部の活動に関心がある。）

　　④その他意見

ア）活動拠点

・　活動をさらに発展するには常設スペース、専属スタッフが必要となるが、経費負担が問題。
・　まちの駅「ぷらっと」の有効活用は総合計画策定の時からの課題。立地が良いのでまちづくり倶楽部の拠点として活用したいが、スペースが足りない。
イ）情報発信

・　インターネットは閲覧する人が特定される。高齢者にとっては広報折込が一番のツール。

・　インターネット以外にも町内会の回覧板を活用してはどうか。

・　若者は逆にブログやツイッターなどで情報を得ている。

・　じゃが祭り等のイベントに常設パネル展として展示する方法もある。

ウ）倶楽部の体制

・　お互いの連絡体制を密にし、事務局任せとせず、自分たちで取り組みを広げていく必要がある。

・　もともと出入り自由な倶楽部だが、いつしかメンバーが固定されており、若い世代も少ない。

・　新しいメンバーとして声かけしても足を運んでくれないのが現状。サークル活動している人に声かけし、我々の活動を手伝ってもらうということはどうか。

エ）その他

・　寿大学に講師として取り組みを発表し、交流してみては。

・　「縁日」をやりたい。高齢者のノウハウや昔遊びを活用し、得意技を持ち寄ってみんなが先生となれるような取り組みをしたい。

・　札幌市では民間のまちづくり会社が「札幌オオドオリ大学」を運営している。みんなが講師、みんなが学生という取り組みであり、参考となる。
